
あったが.節二屑の先述はよくない｡ゲラグヒヒの炊R･

下顎筋節-JiTiZとItT二屑は柘めて発iBがよく,その,TIJf二]･B

の碇は頬骨下郡肪711'I上に畑竹下T剛史を光)ll;させる｡

今昔乱 川訊筋が畑冊弓をくぐる印分の前掛 こほ.BHTRlJ.
塊が認められる机 シアマングでは.ここに軟かい肌起

肪がつまっている｡犯)Tulりに:JlFL筋の三屑を除くと.9:TL
骨弓内川刑 LEqlrJから上=ll下郡筋が燕下し.その後JJ'に.
探屑茄の嗣巧と後部があり.後部の内側に同節二屑が先

述する｡ここで.糊付弓を切除し.最初にのべた不明筋

を反位すると.上顎下顎筋の内側に.強大な頬骨下顎筋

卯一周が発達し.その強い腰の上に技側頭筋がたれさが

る｡これを除くと.炊丹下顎肪卯一周が.探側頭筋の前

部1/4の上に拡がっている｡はじめ不明筋と称したもの

は,この段階で.朔骨下顎筋節二屑と判定される｡これ

は.探側頭筋の停止髄の下をくぐり.後日歯面の延尾上

に停止するらしい｡はじめ.この筋は垂班LLに上昇して.

限胃後壁子守緑に適し.限田上屑の形成に与った らしい
が.探qLrJIgi筋の前校が放力にせりだしたため,追い川さ

れ.やむなく.炊け弓叩緑にそい.iA側頭筋の上を･.絶

-jJ'にのぴたものらしい｡これは珍らしい例とおもう｡

以上から.炊け下31筋節二屑は.眼'6;上弓の先述には

不可欠の条件であることが明かとなった｡｢小口口型｣の

iB加例が発見できなかったことは班会である｡

シアマングの例は節20回ブリマーチス研究公で充プ之し

た｡

ニホンザルおよびアカゲザルの血液串FEl･線

溶に関する研究1)

鈴木 宏治 (関西医大)

江 川 宏 (同 上)

朽木仙一郎 (同 上)2)

血栓症あるいは血丁内凝悶椛快群など血管内での血液

斑田･繰桁系のTq･'I7,'を原因とする疾瓜に対して.各種小

動物を用いて突放的疾患の芯起あるいは治窮法確立の試

みがなされてきた｡しかし種差による凝固･線溶系の差

異は常に大きな問題であり,この点において霊長類動物

の利用は大いに期待できるものである｡

林研究はニホンザル(60所)およびアカゲザル(10頭)
の血統について正御 与におけるu悶･絞桁系を放然し.

ヒトとの比較即 tlを行い実験的疾瓜怒血のための韮hJiた

らんとした｡

孤田系については.諸l:-T-ではあるが fibrinogenの低

1)木研究のiJj'只は.那4臥 血栓および止血にmす
る討誠仝(50年11凡 5ri京)にて発表した｡なお
現在.雑誌｢血紋と脈管｣に投稿巾.
2)現I作の所伺 :三爪大.氏

爪および antithromb;nのF紺iがみられ.これが原因と

.ul.われる thrombinlitllCの延Liが認められた｡しかL

prothronlbintimcおよびp.lrli;lllllrOmboplastintime

はヒトの)i,1分とほと/I,ど.̂T;しく.5:.tILTJ系全般lrJにはヒト

と帖めてよく似ていることが明らかになった｡

孤打i系についてはplasmalys'IStime.Cllglobulinlys'IS

timcにおいてヒトの切分と苅なり.n:しい延F<仰向がみ

られた｡また plasminogcnIII'Hま.ヒトに比校してイJ.TC

に (p<0.01)市値を示した｡plasmininhibitorにつ

いてはヒトの場合と差はなかった｡plasminogenactト

vator,freeplasmin活性および fibrinogen(fibrin)

degradationproduct(FDP)は採血時過皮のストレス

を与えたと恩われる数例に多少認められた以外.大耶分

のサルには全くみられなかった｡これらの結果からサル

の緑溶系はヒトに比較して線溶予備能力は大きいが全般

的には強く抑制された状鼠 換言すれば線溶現象の発現

しにくい状態であることが明らかになった｡

-JJ'.ヒトの plasminogen は Streptokin.lSe と

complcx を･作ることにより柿めて強い plasminogen

IICtivatorチ.i;･t'[･.を生する机 サルの plasminogenには
streptokinaseのrt.Ts加でもactivatori.I;･性の発現はほと

んどLt!められす.plasminrT;･t'LとしてtLn黙されることが

示された｡

以上のことから,サルとヒトでは凝悶系には差矧 まな

い机 紙料系ではかなりの軌腿の;B･がTl-･I托することが明
らかになった｡この,!.(1月とを.751L波しつつ.々後のTi験rl勺血
相1'LミrE泡符の研究に巡脈させたい｡

ニホンザルの方略行動に及ぼす変型 SRTの

転移効果

小牧 純岡 (金沢大･法文)

連続弁別逆転訓紋(SRT)の変型を2抑考案.それぞ
れの訓練をうけたこホンザルの2試行調!題およびLS課

題における遂行を吟味することにより.'JJ'略行動の学習
枝柄の解明を試みた｡

6qlのオスのニホンザルをPI汀･とN郡の2才tY･に分け,

-T･MI.i別紙ののち.20逆転からなる変型 SRTを3ブロッ

ク,即60逆転にわたって与えた.訓練袋ETEiはWGTA,

刑淑肘 ま口木モンキー･センタ-の保有のストックから

選んだ｡126旧く63対),報酬は干しブドウまたはピTナ
ッツである｡両群には.通常の SRTと異なり.各逆転

の開始前 PまたはNの情報試行を3試行附加的に与え

た｡つまり.次の逆転の正刺激を1個提示し反応を強化

する(P群)か.次逆転の負刺激を1個提示し反応を強化

しない (N群)かの情報試行のあとで逆転訓練に入る.

逆転訓練は1日45-51試行.迎続10正反応をもって逆転
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